




巻 頭 言

 
  学 長  笹 津 備 規 

東京薬科大学研究紀要第 21 号が刊行されることになりました。執筆に係わられた教員、

職員の方々に感謝申し上げます。 

本号も、例年の如く、語学、一般教養ならびに情報関係の方々を中心に、専門教室の教

員も含めて、論文 6 編、総説 1 編、報告 4 編の投稿が見られます。薬学部、生命科学部か

ら刊行されている研究年報は、いずれも研究論文の抄録や教室の論文リスト、国内外の学

会発表などに限られております。“東京薬科大学研究記要”は、語学、一般教養、情報関係の

みならず、多くの教員の研究年報としての役割も果たしています。 

このように、多忙な教員生活の傍ら、独自の研究を展開されている教員を評価するため

に、「教員評価委員会」の活動を活発化させて行きたいと考えております。近年の研究紀要

の特徴は、教育に関する発表が増えてきた事です。両学部の教員が、本学の教育改善にさ

らに努めていただくことを期待するとともに、このような活動を高く評価していきたいと

思っております。 

最後になりますが、第 21 号の刊行にあたり編集委員の皆様の労に感謝いたします。 
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